
碑酸擬椎葉の暦化並びにダイナマイトの

成形に関する研究 第4報

ゲルに控l)込まれた硝安の薬Fに及ぼす監響

(哨m28叫 6Fli H5EEt)

桜 邦 武 fL''J･性 雌 iLE 止

川 本沖抄穴丑エ1-8胃洗坪)

ト 緒 言

飢隷りではm桃 椎葉ytの力学的挙動･Jf粘性及び

布達の=畑土･ち槻 した｡

村 はこのyJL･に一望のb状1Tjl(舵 )を躍り込ん

で汲影したPE糾こついて.缶牡の取 をrrい節用の雅

樹 柴の藍がA陣机に如r'LTrろ鐙Jfもたらすかを研兜

した｡

粉状肋として硝安なしらんだのはそれがタイプマイ

L･成分として史的にJlrとも多く,又その珪u:に大きな解

せがあ,-,と考えられるからでもろ｡

yんは飢回の策軌 こ供した拭科をそのまま月Jいた｡

珊安は沸tt-3Lで州 hl稚乾疑したもの1_,g･JILく

60-100ノブ'/に廷つた｡

･Z75iIは,tづ丑も美川こ歪-LiJJ血栓を･T!沖 てその変

化を岨零し,如 ･で十ン1q:I_/封り,紫技に Her∝be1-

1Lutklby式の三つか り J一夕-,淵 ¥ (fW ),

時代的及び盃ノJ掃放7'L求めたo

Jl 実 態 方 法

(1) ∫)-S曲娘の決定

これは在来の和†.nの如きデタクトJ-p-をLLllr)

する｡ttftの火ささは退出でJミ1.が廷lOm.Tl渇きID

Tnmの円雌 のものにした｡

(2) ヤング率I･Iの粥態

前の拝賀~朝生べたtlに Schnedoirの熊取に於けち

我 の々ビT′投L'_i,'''yA･に於いてすでにJPや臥 感

じがあったから,ゲルにや状功を埋り込んで上井した

可世事は瀬定するqfがtn寒T=い｡

そこで金茶経のPI仕事測定苛に古くからmいられて

いろ F.Ⅵ一ZIE法をmいろ叫にしたo

この期 封土平井氏が用いたさき牡をそのttに映した

もので円tE棋 界の閃梢をlAJ災し,'Il欠に力当-I;17Rを
かけた岬の拭封のたるみから相性王芦(熊l)(1.yク̀坤)

を求めろものでもろ.(I)

好Fnの熊ZEはEqのESBにした｡

｣はLa:莞2_3cld長さ的SczTLに浅野したit荷てあって

そのPl婿をLlにIJliZ:する.粥ftの雌 LitLJ-_3Llenで

もろ｡RFTの中央は糸て分釣を吊したTt･'覇と右打L

L.満た前は分荊支x_Cを上げて.-ごくTr;二上りf4称こ

帝京がかからJltllこする｡Uを支えろにはE:'ンナコッ

タをl占用したL7をJ7lい る｡(･'のポ9i+,青田Lに押せ.ま

OはてI).技完令に拭fFLこ6i茄がかか,-Jしくみとlrつ

てしろ｡

又六gJfliLのた,もみ5tは細いど丁ノ校で作った三駕三王

台の一つの賞を試料FfJ欠DTJi,tZEにのせ.投身全紙のm

ははとんと枝の2yglこか五･ち杜にし.クン7スケー

ノレに(I(つてその鹿角のIE度 の虻化かち見uけ ｡a:つて今実科特の
旧定吉耶】3)ftLEiEEKl,lcttl,拓の氾'd抱 く･cm分iRの兜允を･ml)ne(Tルミ環

も含む)圧4比 ･●L.の移動池 上Scm折 の前徒卿i
liS片Llstn,gtとスケール番までの践牡 を 'LH･

コとすれi王十y〆申はL･-32.i笠洛 (如 de

Tnつ 一(.)となる瓜 Eカ:か



u2 工鉄火発 協 会 監 爺 14怨 節 2窟

El../_r･改める.この時はJ/)鈍の比定Dのもとに

E一雪 詣 票 許 とf:る｡

(3) 淀私費d(又は払変り.F}状的′,蛮力地

p.の決起(q

多くの可だ撫Jこついて盃一蛮力実妹を良くR現すち
畔uL式としてHersehet-Bt:1kley式があるoO)

L15†■

叫 (g-I-)･ m 9一 三- (2)

I) gT7 S 訴ノ) 中 務勃発 q 粘度

/ 陣t太班 n 指数

このIJISEu旅を実打に各々のSについての/)を決

め.ク'クツに訳したものが(I)に述べたL)-S曲梯で

あるが別にや./,･Lの三つのJ.ナJ-g-を比LLl十方

淡もある.
この方氏は一方柵 をかけた拭封円柾の前言の変化

を時間的に迫鉢しその肋 .らD-S原綿を推定しよ

うとすろものである｡

岬ちSkott¥に Jlotユtriz･kに位JLI三6)汽=･L･の時

rul的変化は

山IdL-dl (3)

で裁きitCは+を,bはnを合>LJq井である,在っ

てこのyZ軸 をとれば ′

log(叫dL-logA+blogJ･

と1=り,災歓で釆めたlJ EhtiよりlogA- 1og山/dL

国をx.がけはloga又は bを求め相,a:つてや.刈J_,

求めfEuろ｡

一役L=実敬勅矧 二放てlogJ･-log'lJ･/dL間は1/>の

封をもつl江頓であるが.群Fro)拝tJ:紙の布lEに上って

一定祐さでlog･EA/dLl掛二平行となる｡従って例へは

腰 2(Jり に茄す

ぼに,卵殻初期の

fEl操の傾きから†･

1_･1.社規の折れろ

.Lr.tから中を,又爽

倣技湖の平行拓はl

ら′を知る｡実故

の井空とIJI法は,

I)-S曲操の決定

の切合と同じでも

Ll･払 一･ ち｡唯一一つの荷拡

陶2 ¢,･Lの求め方 の1ごにだ化すろ拭

村有さを特瑚肌にiB跡すれば良い｡

この方法は拭封変形の糊 折に当って失舶
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(2)の郡 は frLt足すろたdEJ,蜘 点はあI),又訂

正の狂化に応じて各なら7-Lも一定の位を与えか .tI

であろカ:,とにかく三つの-タJ-ダーを実額にTひろ

点に犬用的5位がもろとAlもLLろOダイナーイトに応
Ff)LてもきれいなlogA-log叫 d,恥 二相られる｡

榊 の変化による.の変化ひいては又LJの変化も

あるが正伸作某苛に於いて何らかの熔件で一つの滞京

が指定された時.そ41.に応ずろTイナマイトの-力学的

松勤を{考えろのに役立ち柑ろものとElう｡

町 甜由雄推ゲル硝安塩和典の

D-J 曲操の変化

各組成兆50gづつビー小一内で竹べらで10分Tu惟和

する,糾柵 土径10rllm布き10ztlmの円任状に成形し,

柵 をかけてから2分技に.盃は (庄紗 元の高さ)

×loo,訴力は加圧別使の経的-rLjEとし九匹枝の拭丹

pt日放でT''Fmを除して求める｡

全曲的に見ろと何-yル合1f丑に於いては抑 披妊

過度小なるものほど衣い都は 当然であらう｡(団3参

写り



耳ダイブマイlの阻卯を示す ものと.P.われろが,和頼

瞬推架zeLa.り丘では1RL.紬 :30%yル 合有氏のqrにL止

し, J'<らにFlつ棚 糊 庶小なる場合はやや 左 に付

し.yルは数分多 くない と抄正 とならないことを示 し

ていろ.igJ常の防2ZTイナYイトの棚 粟強度は

約･1,0gであるが.抄TlダイナマイトのこトE･〆yセ リ

ンyル合イ7丑の限界は30,0.'であるとの島牧的な散会に

十致していろ｡

又 ニ トpグリコールゲルにあっては珊瑚 椎柴4タ''
においてもちトt,?'リーt=9ンの2タ∠よL)も除く.父上
紀の限界はLZ0-35タ.'にあるo

FT 硝酸 杜維真一硝安埋 和集の

ヤ ング率 の変化

St】剛主内径23mmの円頂を用い,その中に大体の大

き引 こ成形 し,7■l)ントWi純でくるんだ ものを湘てん

して上矧こ5分rll)班々の荷双をかけて竣き山して熊劫

に供する(国 l)｡契鵬 をjlilに示す｡

帯群に拭っては符 くほど只野成形の時のE州 こ影響

するから拭糾 う成に当ってl主乾しなければならない｡

一般に l･ンダ確Eu抑安の樹太に従って大 となる｡

〆JL･を右するものにあっては,荷茄0の切合にはこi廿グ リーt･1)ン翠J:I)も小であるが,

拭蒋成形時のわづかの圧力でニ トロ〆リーt=1)ン琵上I)も大となる郡が分ろ｡

歩く散始発をヤング率及び荷glの図に毅 したものの一例が図4で

ある｡ニ ト｡〆リーt:リン鉱相鉄眺牲禁 4タ;ではyル

含有免40,%3-では杓んど

圧力に上るヤング図4 各yJL'のl'ン〆

呼 率の約 4は艶めら又 yルのFill棚 維≡荷変成小 となるに従って小となる
｡
れない が30%ではかなI)の 竹火を荒す

.

才そL ヤング坤JJ
L' (dyn/cm:)滴 定新月!
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群)耶脚 3%茄ではで35,0ぷ-C･正-JJ仏/t性の兆涙を

元､し始めろ｡2%ではこのブルを30/QS以上含有する時

は刺 .kにすぎて宍Lld不快である｡三 トtLyリコール茄

にあっては柵凍較椎栽 l/0.'のものに於てy'-合和丑60

,'3でも相当の圧力既存仕が見 られ,ニ ト.'ダ リ-I-1Jy

茄との取妹ある対詞J_/I.[していろ｡相榔 3/L'∠で

は,ゲル合丑｣0,E'.'ではきわめてもろく成形指訳が 04

kg/cTn2以上のものでたいと1･ンy率を測定し得ず60

,r','では 01kg/cm:以上でないとiDl矧 iI来ないD

iけちこ lログ9セリン茄にIt:し姑だもろく.少々の

加圧7:･丑に硬 くなる｡

この性状はダイナーイト成形に当って報正 しなけれ

ばならない.T'̂であって.之を現胡作梁のmJ上I)すれば

かかるものは急激に圧伸親のダイスで語 l)圧力が急上

外する危恥ら'rT･怒せられる｡

この蝕に少 しの加EEで汝矧 こ笈が取 くL約二しまるの

は.ダイナ-/イT.中のy7L,がすでに河牡n'jflkFtr･失っ

てf{)加見 られた盃を阿配し亨IJない恥 こ包囲するE,持ir

Btiでは召出融tEt継実 ゲルが河性を松村するにはある程度

の柄比f'tがなくてはならないことをのべたBこのy7L,

1こ粉状物をIE7I)込 んで行った岬.ある丑J山 に敬状物

が相加すれば硬 さの庄-))LJ{才他 カニ姓 L:,和也曳雌 を

失 うと云 う可lZま,と1)もiElさで荘FH二分まれて分散す

るyルがLt的に任少とTJ:つてyJL,が稲造性をr･寂し得る

3,‡少の申Iilこ以下に減少 した都を意味する｡この時のy

ルの拝呈界丑は和繊 維究l/..'yんに於て30-40%にあ

I),30,''p'ではすでに相当の庄JJJf/(‡f性を示す恥は,班

砧のqr糾ダイナマイ トはむしろE糊¥92に軌

するものとも考えられ成形作潔のJPL)にく

L柳は当然であ7)うとBL.bjしろ｡確 J'Cの匠

-JJ依:仲仕引いては河性の焚火.文台JLiケ̀ri,

の分 取 粒 子または分散娘の栖捻姓の好失 硫安-粒子峯

を,別 Zから探れる一つのim と肋 は, ｡のyJL五g
TJの内の長紙
状の柵原蛾†泣窯FL
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和榊仏経1m 豪産が瞬くILるに従って.相Tr

たらしめるべきb'JL･の耶界血が 火 とな る

机 Irに7172送陸が取かつたこ Il]〆9コール張の額動

も理鳥号されろであろうoFイナー･イ トの成形に当って

は鞍即時RHの-)､少に曝ずる粘性或は可熱性もさること

ながら均染の狩姓が′蛸 である可【が分ろE,

1r 英が弾性的怪文 孟失 うに至 る

限界 ゲル丑 [=つし､て

以上の班に鴨擬似維菜 ゲルは粉状物をその中に揺 り

込まれる抑 こよL)弼性を火 うに至 るがその時の粉状物

一隅当 ,)のyルの丑はその粉JA物を柁指 して雨 も過密

の摘出を和すべき限界丑であると111滝 し.此点に掛 ･

て以｢･fi罰串な計3才に依ってP竹にしてみる｡

1) 〆 ,̂に才fH)込んだTWほ の軸比 を】I､均恥 ′ツシ (Flet

として托0075cm)とすれば的安一事よIT･の維61280 x

lO~6cc,文相'JL一粒子正造は 比恋を173として 183

×10-4g,となろ従って ニ トt･Yyセ リング ,̂含有iL

35%の荘 Ⅰ00gTllの硝安の監71-T一読は

蒜 -135- 7田

故に柑'R一敬子当 I)の ニ It7ダリセ l)ン丑は

了諾 肝 -260×10-6ど

(之1,此処で〆ルの印性発現韮本革L畑 と云 う恥 こす

ち).又この巾に1%の万機 維新J_/含む都にEZ{)その

1
丑は 260xlO~6×1両 - 10JxlO~~g

次に宝素放約 12JOy''の杓放域推邦の端本 分子丑を

2631とし1ポカ｢.,畝 602XlDtBで徐 し拡本分子 1

佃の7ri血を/求めかば,i38×10e'g従ってWri<1粒

子当LJのyJレのItlには.237xlO】Jヶのnpj潜は碓莱益

//1本I7-が企まれ る.一方このnpi横は椎詔の平均Zfl台座

l'は 600であったから.237=く1011/600-395xlOl】

太のTi弧状繊維架を含む村になる｡

ヱ E1,ダ1)七 1)yy//の成形T'1-は勿論現状歳の粒度

に依っても衣化するから上の虹は一書之的なものとは云

い拭いが,BO/ツシのWr女にklLてほゲルが四位を苑
fjけ る配非iEtと考えてみろ.

TW Xの抑t/樹 々の初台について行ってみるとT{Zの

碧く 2

硫酸桟柊架1タ.' 3ク∠

yルaLff35
丑 40タ; 〔取非)

40

(n非)

zg2xlO】1 395:べ10日 187xIOl】 370〉く101]

負目くなる｡

即ち:VC1/0.'ゲルについて,1ンダ邸のEEL))鋲拝箆

の卸から河姓を将有 し‡9ろゲルのP,堺 含有丑が35,0言で

あかは,これ以上にゲJL,が 少 くなって,分散yJi･が26

･1016g.抑 39XlD"以下に f=つたとき珂蛙的性

;壬J_,失 うに至る777になる｡

又3クe'のttlW の場合はJ,WL.のFZi界iitは10,pfで

あって,この時の⊇占太単付 yJt,の五tは火となつこいる

がこのIflに合有するnpj.S繊 維宗教は370×1011で捕殺

雌柁緊II..'の時の位にはLjl･一･致 し.和牲b'jW を袈わ
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す耗't的なものは〆A,の含有点1.)もyJL･の巾の綿浅

村!喋 の丑である叫が燃 さ7Lろ｡

又.mnJA荘拙 jJTl,〆ル缶和丑35,'Lの坤,I

'rの比7Rを 16として安めた基本榊 立yr,客抗は

163×lOl勺℃ である, これがF飢空の用用に完全な態

三見を形成しているとするとその抵抗の柑引ミ

125xlO~h と計拝され文相安とは恐 臼の球形y

/-･となろとする とそ の手 登は 728×10~七m とな

.tll?
実顎のyA･の倉才(形状は上の二つのiLt合の様な形'{･

あろう｡llpち恥 を槻 する取55にiEいy ,̂含4JL丑の

祈れJダイナ-イト (土ト.･〆1)セ yン30,..I)に放て招

羽目こよる丑が畦めて大であると云うIJfは-rhに の=つ

の分散yルのfFgの分配の度合が叔ろためすJ常に野望を

受けるとも餅 ざれよう｡

11 硝前世椎葉ゲルー硝安は和英の

;75F)康 ,降伏任及び霊力相故

的妃1に迂べた方法でfIp た-3捉積梨は･Xの如 くで

あるE,漏!哉且賢は30'C｡

tSlt一一●詞O

M野ILq､DBnの神苅仕;トL,グリ

セリンがjB･20,-

.'_VCJタ∠Il'120g 函5に,Ttナ印に加庄･t.缶は

な;式封の用達によって知ろ布が

Lu架ろ,llJ Z

a はI) 抗雑むにS

Zき,三部さのゲJL･に50-100JC.I/i'

の相IRを也々の合17-丑

で控和しその実について性状

を】里托した｡契執刀法は

aCの三越で

あるE,Z) I)-S曲功

の決ii;ll) 1ンダ帝のmqti2Ill) 流動

EZEl 粕 虻 'l神代脚J SSノ)約款.Iの推

定2)J)-S出払から見7Uと∫.d一･y4･ail血に於い

ては和急船 D少いものほと3;如 L｡父yJL･の合有勧 '･少くf=るに従って硬く

1=ろがある.L-まから7Tlび見かけ.l-3;くなる｡この別井去3 ".い /相 克tI

は‥ Vダリt タンゲル30,'･'[=y p> 苅 捕 双 歪力謂 fZt te 刃 Z2 fn 東 PE i
Lと GZ もろ;そして乏 親̀ ･̀な抄文.～' Wkg l(RheS) 可(Pozse)/(dP.cm:) ダイナマイトのニト

t･ダIt I30 05 13 1･;2〉(10113 7loxID一号 330,･

10三 ン含毛gミ界に十改する｡JO Ol t129 538×10~6 187■10- 8

98xlO 3) サンT革は穴粁或形1こ当l)a60 01 ･010 317xlOL- 317xICl 0 F;

ナろ布.こ抗って彰雷を受けろ60 002 013 112×エ0~1 71

0xlO3 0 7lfがも ろ E,こZIEZダ ブ七 gンy30 :言

温 l 完:壬oo二三: …芸:i冨 H ;:i監 ;夏雲器 表芸 'bl三三禁122 6
29xI0-日 158xlO'0 232x10:35 YS o82 .66… -, 2.3州 ,62KIOe

このP_郷 土舶 W l.Ta3HLこもjO gi 冨三言 i完:ig:: 字書喜:‡琵 芋蔓鵠 誓 ,O
5',.i:V三,三/-3-I,.:;:tt…霊6O OI O18 31lx10L1 2gOxlO3

0 いては10タ3,之以下にル 出が之よりyん含有出

;班 )Vろに従って詰rHl盟は供下し,瀬齢 と

上井 し,粉状物の相加に従って持伏LHが天王ヒトろ7liが

分ろ｡又 _VC漬菜は掛 ･Ⅶ 可.J矧 こ人である柳が うかがえる.然しだ采の掛 に

放れl湖 が大となればr'は小 二,求めたDも小 二Euる.このIfeTに当

って占める力の紺 t)が=}--わめて大きい和は琵鼓してお

く必繋がある｡L11JLトt･Yクコ- ･̂yjL･につい

ては猫足Ltl栗1=かつf=｡即ち的送の如 くWガに放して

もかfjt,の井誓文約位Lkl_,′JtL.文革正f=讃劫を

潤し柑TLいからである｡この非相見的性状は,土Tldダyセ タンゲJ

L･に於いても合材丑少なければ見LEIされるが,その絹T,

TL一例は 35 tl少す川 か ング邸のR科成形加E:によ

る駄神性が蛸 に斧生する｡=iu〆yリ

ールに放てはJ'/C'け;でyル含和地60,';に於いて-I.,絹ii:にこのti父がある

｡二の次負は荘中に合三れて分散するyんが血統に性少となって

1ルポ耶費丘を楽 し灯る京少の叫 地下に減少した捻即の狩

tiの焚火と現前する｡i) ;tE･yy

t y ンHt･30,.,'の新約Tイナマイトは燐仔●こよってはむしろ牢謬見に熟すろEaにT=りtは

u



116 = 飛 火 IE 協 会 tB 節 11番 耶 2 方1

両 も遁姥の柄逢姓を右する駁界血であると考え,そ 8) こ1..,g'1)コーJL･y･b-(･VU4タ抑 こ於ては.ŷ ,

の苗木的粒子虫を米めてみた｡IVC iJh∠y ,̂につい 含布iPO/.''に於いても整正な鼓動は期 しi9 な い ｡

て26xlO~6g.その内の杓澱粉椎邪教は39x LOll 文 献

本である｡ (1) 桜井 イi旗 欠格牡 Ii3228(耶 7)

6) -～/Oia兜の異る切令についてrTえは上妃の紺地 (2) 扶邦武付 火tB牝ii297(哨26)

の発現の2点本的単位血は歪を示すが.脚 の米穀 (3) 平井百六 tl北 73 65(哨27)

は殆ど一致する｡従って和也白地 仁をglナ駄本的囚 (4) 砲丸競 市itt材料学 p389(坐純允)

子は粉状軌 二村するゲルの且でなく.そのゲ -̂内の (5) lV Herschel.unda 13ulklel,Eol】Z墾
較椎葉の丑カql句題7:･ある郡を推定した｡ 291(1926)

7) 〆Jt･合才l丑が波'i'すれば,淀勤腔は虹下し.粘度 (6) I R SL.Ott,TranshlLIRubrn5tヱ ･No

は上井し.叉降伏IRの狩出が見られる｡ 2(1931)

mS段発電気雷管の秒時精度に就て

(BTl榊28年 6 FJ20口受皿)

木 下 四 郎 .石 川 jE 拾

(El本it茄n･-̂治 it析畑作難所)

要

丸lS段狩TE乾田管にJ:ろ光政の掛 こ逆t.E)E)を基する

ことがあiufその芹奴は火放lこ鮭ろ｡.とWIlH)に上l)鉄

砲 となった樋茄の多丑のlネルギ-は岩石を砥軒 ｢る

ことに班biLでに吹きuけ ので安全蛇のFhJからもIll)相

である.即ちユlSlこ於てL+_発破劾朝地 ひに柑こ公会虻

の所からさISの秒蒋TB蛙とい うことをPllはとしなけれ

ば'ならない｡

hlSの枯淡を論ずる襟に如何なる歌仙をEul抱とすべ

きかとい iことを鹿討 した点Z7さ艮狂いの托邸を以て比

較することがJiとも実打的であることが解った｡そこで

規花我国で7f7氾されているltlSが如何なる樫皮の班を

云すかを舛原肥よL)計罪 して比較したのが本報告iでこ

れに上りBl准i堂露味であった構睦のPl】組の考え方が明

確となった｡

横 座 の 哩 モ島

hlSの拶特採だに附しては琵架各紙とも一定の払岬

桝 なるものを定めておl)幻品の事舛別土成可くこれと

一致するように設計胡11しているE,併し乍ら者32品が

杜てこの拡堆抄噂と全く同じ砂特を示すようにするこ

とは不可能でありEl茨品の砂時は甚鴫捗埠と多少Aろ

のが宍梢であろ.勿芸その砂特はこのように,llクック

けれども全 く山地Elな竹をとろ訳ではなく或る一定の

36

称呼を小心として分布するものでもl)その分柿酢は群

数の総火正朔分柵でもろことが解った.

Ltく知られてた‡ろiiEJI)F.親分耕 土平均班(X)鰍 p伯

琵(q)の2つの縦がTilまれは分布東歌の動 ;滝空ろも

のである｡

それで -llSの砂時の書ぷ腔を訟ずる頓合も抄時のtmll

侶芸なるもので北も2ナれほよいuにも息け)れろ｡排し

乍ら控昨併設の大小にJI)J<ク'J+の火中が等ぜらlL

るのは71く均他が似ているものをLt_較 Iろ粉合の才占でも

I)Zlt均utがDtiろものをIt較する切創 土だJiru噸藍を比較

しても怒勅 ;葦 毛いd糾えば A,B,という2筏の}ISの

移時をiA投 する機合に年 阿々木かの拭料の移時を苅定

しその抄 即私 ていずれもSmsと山たとする｡この粉

食に ,̂li典に火維同 じ付の平均御 幸のものであれLf

A,)lJ宅に起時砂時の純正は大作同じと云えるけれど

ち,もし可,均砂特が払l)Aは 10ms位のものでもJ)ll

は100m5位のものであるならばどうしてもBの方が橋

腔がltいと云わさるをi11な い ｡

此L-托 解決するために珪砂艇 を/平均班で防 した

軌 即ちCOV (Coe仇clen⊂OrVarlzLtLO.1)と持す

ろ刷 りのmEい艶tiiが喝x.らiLた｡ITlSの措皮を姐ずる

131合も各段の砂特の '̂タyキ上l)軒32:した漂if!偏盤を

各段の平tJ抄特で捺しC0V を計芥 しそのERの拝匹

と考えろ方法 も行われるB成規これは確かに持兜を考

えろFHtの有yJな尺虻であろけ九ともこれは数学的の理


